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歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）教育費

（10.4%）
5億5,620万円

村税（65.2%）
41億

1，733万円
繰入金（9.8%）
6億1，724万円

繰越金（9.0%）
5億6,966万円

地方譲与税（3.9%）
２億4，813万円

国庫支出金（3.1%）
1億9，406万円

地方消費税交付金（2.8%）
１億7，888万円

県支出金（2.3%）
１億4，707万円 使用料及び手数料（1.1%）     ６，688万円

諸収入（1.1%）　　　       6，629万円
その他（1.7%）　　　 １億877万円

民生費
（18.3%）

9億7,842万円

土木費（7.3%）
3億8,904万円

総務費
（23.9%）

12億7，631万円

消防費（10.8%）
5億7,796万円 衛生費（12.1%）

6億4,713万円

諸支出金（7.7%）
4億1,066万円

農林水産業費（6.8%）
3億6,446万円

議会費（1.7%）　９，295万円 商工費（0.8%）　4,170万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 1,285万円

・その他税 2,306万円
・村たばこ税 6,815万円
・固定資産税 30億6,166万円

・村民税 9億6,446万円

法人
個人 3億292万円

6億6,154万円

【村税の内訳】

(

一般会計
特別会計

令和元年度

歳出65億円を検証！！

　
９
月
定
例
会
は
、
１
日
に
招
集
さ
れ
、
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
４
件
、
補
正
予
算
６
件
、
令
和
元
年
度
の
会
計
決
算
６
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
に
は
、
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
議
員
提
案
の
意
見
書
３
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
会
期
16
日
目（
９
月
16
日
）に
９
人
が
当
面
す
る
村
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

歳入額(財源) ６3億1，431万円
歳出額(使いみち) 53億4，768万円
差引額 9億6，663万円

一般会計決算額

◆歳出総額53億4,768万円を
　村民(4,819人)1人あたりにすると…
　

1人あたりの内訳

110万9,707円

119,934円
消防費

203,034円
民生費

264,850円
総務費

115,418円
教育費

85,217円
諸支出金（積立金ほか）

75,630円
農林水産業費

2,666円
公債費（借金返済）

80,730円
土木費

134,287円
衛生費

19,288円
議会費

8,653円
商工費
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歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）教育費

（10.4%）
5億5,620万円

村税（65.2%）
41億

1，733万円
繰入金（9.8%）
6億1，724万円

繰越金（9.0%）
5億6,966万円

地方譲与税（3.9%）
２億4，813万円

国庫支出金（3.1%）
1億9，406万円

地方消費税交付金（2.8%）
１億7，888万円

県支出金（2.3%）
１億4，707万円 使用料及び手数料（1.1%）     ６，688万円

諸収入（1.1%）　　　       6，629万円
その他（1.7%）　　　 １億877万円

民生費
（18.3%）

9億7,842万円

土木費（7.3%）
3億8,904万円

総務費
（23.9%）

12億7，631万円

消防費（10.8%）
5億7,796万円 衛生費（12.1%）

6億4,713万円

諸支出金（7.7%）
4億1,066万円

農林水産業費（6.8%）
3億6,446万円

議会費（1.7%）　９，295万円 商工費（0.8%）　4,170万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 1,285万円

・その他税 2,306万円
・村たばこ税 6,815万円
・固定資産税 30億6,166万円

・村民税 9億6,446万円

法人
個人 3億292万円

6億6,154万円

【村税の内訳】

(

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

よ
る
成
果
と
効
果
は
。

　

令
和
元
年
度
、
蟹
江
警

察
署
か
ら
10
件
、
21
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
情
報
提
供

依
頼
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

設
置
に
よ
り
犯
罪
件
数
も

減
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
関
係

で
予
算
が
増
え
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

　

飛
島
村
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
、
つ

ま
り
暗
号
通
信
化
し
た
た

め
令
和
元
年
度
の
み
増
額

と
な
っ
た
。

　
友
好
自
治
体
へ
の
宿
泊

補
助
が
予
算
よ
り
か
な
り

少
な
い
理
由
と
内
訳
は
。

　

周
知
が
若
干
不
足
し
て

い
た
と
い
う
反
省
は
あ
る

が
、
利
用
者
か
ら
は
大
変

好
評
の
事
業
で
あ
る
。
内

訳
は
36
名
の
方
が
豊
根
村

質  

疑

問答問答問答

の
旅
館
等
に
、
４
組
の
方

が
豊
根
村
の
キ
ャ
ン
プ
場

を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
利
用
い

た
だ
い
た
。

　
敬
老
セ
ン
タ
ー
の
理
学

療
法
士
の
予
算
が
増
え
た

理
由
は
。
ま
た
、
現
在
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
実
践
室
の

使
用
が
で
き
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
契
約
な
の
か
。

　

理
学
療
法
士
を
１
名
か

ら
２
名
に
増
員
し
た
た
め
。

ま
た
、
実
践
室
の
契
約
は

委
託
契
約
を
し
て
お
り
、

現
在
は
電
話
等
を
使
っ
て

様
子
を
聞
い
た
り
、
口
頭

で
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
温
泉
施
設
管
理
委
託
の

費
用
は
な
ぜ
他
の
管
理
委

託
と
比
べ
て
高
い
の
か
。

　

入
札
を
行
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
業
者
が
み
つ
か

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
他

と
比
べ
て
高
額
な
契
約
と

な
っ
て
い
る
。

問答問答

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の

設
置
の
補
助
金
の
内
訳

は
。

　

令
和
元
年
度
は
９
０
７ 

万
円
の
支
出
で
22
件
。
平

均
で
１
件
あ
た
り
40
万
円

ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
物
産
品
販
売
委
託
と
は

何
か
。

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
と

ふ
れ
あ
い
の
郷
で
行
っ
て

い
る
産
直
市
の
委
託
料
で

あ
る
。

　
今
年
度
の
海
外
派
遣
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

今
年
度
は
中
止
と
な
る
。

　
海
部
南
部
消
防
署
の
建

て
替
え
計
画
の
報
告
が

あ
っ
た
が
、
負
担
割
合
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
だ
具
体
的
に
負
担
割

合
の
話
は
し
て
い
な
い
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

豊
か
な
財
源
が
あ
る
の
で
、

給
食
費
の
無
料
化
な
ど
を
進

め
、
も
っ
と
住
民
の
負
担
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

問答問答問答問答討  

論

反
対

　
　

  

…
伊
藤　
豊　
議
員

安
心
・
安
全
・
安
定
の
村

づ
く
り
推
進
に
向
け
、
事
業

計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最
良

な
事
業
の
推
進
と
予
算
執
行

を
望
み
、
村
民
の
生
活
環
境

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
を

願
い
賛
成
す
る
。

�(


賛
成
多
数
で
認
定)

賛
成

一 

般 

会 

計

改
修
さ
れ
た
役
場
庁
舎
内

一般会計歳入歳出決算の内訳
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国
民
健
康
保
険

　
基
金
に
１
億
７
０
０ 

０
万
円
あ
る
の
で
値
上
げ

を
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
る
が
計
画
は
。

　

令
和
２
年
度
は
資
産
割

を
半
分
に
し
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
村
長
は
じ
め
運

営
協
議
会
で
審
議
を
し
、

住
民
の
方
に
は
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
検

討
す
る
。

　
　

  
…
橋
本　
渉　
議
員

財
政
的
に
は
十
分
余
裕
の

あ
る
財
政
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
住
民
負
担
軽
減
の
立
場

か
ら
も
う
少
し
保
険
税
の
値

下
げ
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
た
め
反
対
す
る
。　

　
　

  

…
中
山
恵
美
賀
議
員

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費

と
少
子
高
齢
化
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
財
政
確
保
に
努
め
て

い
る
。
保
健
事
業
の
充
実
に

よ
り
住
民
の
健
康
維
持
・
増

質  

疑

問答討  
論

反
対

賛
成

進
に
努
力
を
願
い
、
堅
実
な

国
保
財
政
を
望
み
賛
成
す
る
。

�(


賛
成
多
数
で
認
定)

農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
事
業

�
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

土
地
取
得

�
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

介
護
保
険

　
決
算
状
況
を
見
る
と
、

介
護
保
険
は
非
常
に
余
裕

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

愛
知
県
で
２
番
目
に
高
い

介
護
保
険
料
は
も
っ
と
安

く
で
き
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

　

現
在
、
第
８
期
の
介
護

保
険
料
の
算
定
を
行
っ
て

い
る
。
基
金
の
取
り
崩
し

を
計
画
し
な
が
ら
保
険
料

質  

疑

問答

の
上
昇
を
抑
制
し
た
い
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

介
護
保
険
料
は
県
下
で
２

番
目
に
高
い
。
も
っ
と
介
護

保
険
料
を
安
く
す
べ
き
だ
と

考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

　
　

  

…
上
田　
光
彦
議
員

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介

護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
運
営
を
願
い
賛
成
す

る
。

　�(


賛
成
多
数
で
認
定)

 

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

こ
の
会
計
は
お
年
寄
り
を

差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
医

療
の
抑
制
を
図
っ
た
り
、
負

担
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い

る
会
計
の
た
め
反
対
す
る
。

　
　

  

…
上
田　
光
彦
議
員

討  

論

反
対

賛
成討  

論

反
対

賛
成

こ
の
会
計
は
高
齢
者
の
保

険
料
を
広
域
連
合
に
納
付
す

る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
る
。
今
後
も
増

え
続
け
る
高
齢
者
医
療
費
を

国
民
全
て
で
支
え
る
保
険
事

業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
願
い

賛
成
す
る
。

�(


賛
成
多
数
で
認
定)

決算額�

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険 ５億９４万円 ４億９，２２９万円 ８６５万円

農業集落排水処理
施設事業 １億７，９２２万円 １億７，４７０万円 ４５２万円

土地取得 ４３万円 ４３万円 ０円

介護保険
保険事業勘定 ４億３，２８１万円 ４億１，９８１万円 １，３００万円

サービス
事業勘定 ４８万円 ４８万円 ０万円

後期高齢者医療 ７，１８９万円 ７，１６７万円 ２２万円

特 

別 

会 

計
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

令
和
元
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
関
係

帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た

結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
計
数
に
つ

い
て
も
特
に
問
題
と
す
る
事
項
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
元
年
度
の
予
算
編
成
は
、

国
の
動
向
が
地
方
財
政
に
与
え
る

影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
中
、
役
場
庁
舎
の
大
規
模
改

修
を
は
じ
め
、
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
整
備
等
、
真
に
必
要

な
分
野
に
重
点
的
か
つ
効
率
的
に

令
和
２
年
７
月
15
日
か
ら
７
月
30
日
に
か
け
て
監
査
委
員
伊
藤

幹
男
氏
、
鈴
木
康
祐
氏
に
よ
り
、
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
を
審
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
24
日
に
意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

予
算
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
村
税
に

つ
い
て
は
、
収
入
確
保
に
十
分
努

力
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

引
き
続
き
徴
収
率
向
上
に
向
け
て

努
力
す
る
と
と
も
に
、
滞
納
者
の

経
済
状
況
等
を
精
査
し
、
適
切
な

滞
納
整
理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

歳
出
に
お
け
る
不
用
額
は
前
年

度
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
今
後

も
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
極
力
減
額
補
正
を

行
い
、
不
用
額
の
削
減
に
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
村
の
資
産
及
び
物
品
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
目
的

に
応
じ
た
効
率
的
な
運
用
及
び
使

用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
４
次

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育

つ
む
ら
づ
く
り
」「
住
民
が
交
流
を

深
め
る
む
ら
づ
く
り
」「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
む
ら
づ
く
り
」を
重

点
と
し
て
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ

リ
と
光
る
村　

と
び
し
ま
」の
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
着
実
な
施

策
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
要

望
し
て
審
査
の
結
び
と
し
ま
す
。

�

審
査
意
見
よ
り(

要
旨)

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

基金別決算額
基金名 種　別 令和元年度末現在高

財政調整基金 現　金　等 9億円

地域整備基金 現　金　等 ５６億８，４９０万円

減債基金 現　金　等 ２，８２６万円

人材育成基金 現　金　等 ５億１，０００万円

地域福祉振興基金 現　金　等 １億３，８５６万円

国民健康保険財政調整基金 現　金　等 １億７，１９３万円

土地開発基金
不動産（土地　雑種地） ４，５１４．００㎡

現　金　等 １億６，３５８万円

介護給付費準備基金 現　金　等 ４，６４１万円

基金合計 現　金　等 ７６億４，３６４万円

意見書を村長に手渡しする委員


